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ニューノーマルの新時代

社会実装への期待ニューノーマルの
新時代

この春よりCOI事務局チームの一員となりました 則武と申しま
す。これまでは「立命館大学アクティブライフ文化超創コンソーシ
アム」において、事務局業務を担当しておりました。今回COIの
担当となり約半年が経ちましたが、まだまだ学ぶことが多く、日々
勉強の毎日です。

私は小さいころから体を動かすことが好きで、外で走り回ってい
たことを覚えています。学生時代には10年間陸上競技の長距離種
目に打ち込み、パフォーマンス向上を目的としてトレーニング時間
を積み重ねてきましたが、競技を離れてから運動すると純粋に気分
が良く、さらに仲間と取り組むと、より楽しい時間となりました。
それを多くの方に伝えたい思いで、運動指導の資格を活かして、地
域の運動教室の指導も経験しましたが、そこでの参加者は、医師よ
り勧められて運動を始めたという方がほとんどでした。そこで私が
強く感じたことは「健康のために運動をしなければならない」では
なく、「こんな面白いことをやるために健康でいたい！」と思うよ
うなことが運動の動機付けと継続には必要だということです。それ
がこのCOIにて研究開発された事業で実現できると思いますので、
私はその事業を推進し、「アクティブ・フォー・オール」の実現を
目指して日々邁進してまいります。

 則武　麻里

本年４月にCOIのURAとして着任しました持永と申します。
COIの事業について右も左もわからなかった４月から、突然の緊急
事態宣言、在宅勤務を経て、やっと少しずつ業務に慣れてきました。

本拠点のビジョンは「運動の生活カルチャー化」ですが、私自身
は2014年にランニングアプリをスマホにインストールしたのをきっ
かけにランニングに目覚め、子供を出産するまでは毎年フルマラソ
ンを走っていました。ランニングを始めてからそれまで悩みの種
だった肩こりや頭痛が軽減し、考え方がポジティブになりました。
また、ランニングクラブに入ったのを機に夫や仲間とも出会い、健
康と家庭と仲間を手に入れ、まさにランニングのおかげで今の生活
があると思っています。育児に忙しくなってからは、週に１回10Km
程度を走るのが限度ですが、走った後の爽快感を求めてコツコツ続
けています。

「運動の生活カルチャー化」は、「運動をするきっかけ」と「継続
する仕組み」を掴むことができれば一生ものだと思っています。ま
だ運動を始めていない方も、続けることができなかった方も、諦め
ずに自分に合ったきっかけと仕組みを探索してください！当拠点も
そんな方をお手伝いできるよう研究開発や事業化を進めていきます！

 持永　海

成瀬真季と申します。幼少期から学生時代までアスリートとして水泳に没頭していました。その後トライアスロン、スキー、山登りと続けており、目標
を設定し仲間と共に汗をかくことが大好きです。【明日の自分は今の自分がつくる！明日はもっと素敵になる！】この言葉を信じ、この頃はダイエットと
メタボ予防にダンスを始めましたが仕事終わりのビールがとても美味しくて、なかなか結果に反映できていません（笑）

五感の中では「鼻」が一番効きます！おそらく匂いで人をかぎ分けられます（笑）この特技？を活かし、メディカルハーブセラピストを取得、野草や草
花の天然のアロマの力を借り、その人にあったアロマをブレンドしたりしています。また、ガーデニングでは種から育てたり、植物に合わせて土をブレン
ドするのが好きです。もうすぐ咲く！という開花手前が一番ワクワクします。

小さい頃から悩み相談を受けたり、ケンカの仲裁に入ることが多く、いつ頃からか、【その人の強み・チャームポイントを見つける】事が得意になり、気
が付けば国家資格キャリアコンサルタントを取得していました。取得後も自己研鑽の日々が続いており、私の中の【この国を良くしたい】という思いを叶
えるべく、「人と人」「人と企業」をつなげる知識やノウハウをCOI業務で最大限に活用できたらと考えています。

 成瀬　真季

ごあいさつ
� アクティブ・フォー・オール拠点事務局
� （立命館大学 BKCリサーチオフィス
� 担当：持永・則武・成瀬）
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立命館大学副学長
スポーツ健康科学部スポーツ健康科学科�教授
アクティブ・フオー・オール拠点�研究リーダー　伊坂　忠夫

生活様式や働き方、コミュニケーション変革の時代へ
2020年新型コロナウィルス（COVID-19）の感染拡大によって人々の生活は大きく影

響を受けました。在宅勤務、外出自粛などを余儀なくされ、それぞれが手探りの中で従
来とは異なる日常となっていることとお察しします。新しい生活様式をはじめとする

“ニューノーマル”が求められる状況の中、今まで以上に自らの身体、健康の意識が高
まってきています。ただし、運動する際には物理的距離をとること、非接触の実現など、
新たなスタイルが求められています。

今回のコロナ禍はSociety5.0における超スマート社会構想を加速させて、リアルとサ
イバーの両方を活用しながら「いつでも・どこでも」運動を楽しむことができるような
社会実現に向けて研究開発を推進する機会を与えてくれたと捉えています。リアルとサ
イバーを高度に組み合わせることで、人と人との距離感（物理的な距離感と心理的な距
離感）を調整、制御して、実際は遠くにいても、サイバー空間ならびに心理的な距離で
は寄り添い、共感覚を得ながら楽しみながら運動の実現ができているようになるでしょ
う。当拠点がめざす「運動の生活カルチャー化による活力ある未来」においては、運動
することは必要不可欠ですが、運動を通して人と人とが繋がりを持ち、リアルとサイバー
の活用の中で、世代を超えて多様なコミュニティが形成されることで、健康で幸せな社
会づくりにつながると考えています。

ダイバーシティ環境において
これからの時代を創る若手人材に期待

また、産官学民地、つまりは産業界、行政、大学、地域におい
て、幅広い世代が混在するダイバーシティ環境において、あらゆ
る分野を融合し、新たな価値を生み出すことができる時代となり
ました。とりわけ、新しいものを生み出すエネルギーを持ってい
る若手人材が今後この分野でどのように活躍するのか、また、各
分野の人材がそれぞれの専門性と特徴を持ち寄り、イノベーショ
ンを創発することで、今までにない知恵と価値が生み出されるで
しょう。社会が危機に面している時こそ、それぞれが広い視野を
持ち、自由闊達に意見を出し合い、連携、協力しながら、課題解
決に取り組む必要があります。とりわけ若手人材の活躍に期待し
ています。

共創価値による「アクティブ・フォー・
オール」実現に向けて

COVID-19の状況は、ある意味で大きな社会実験を我々に課し
ているといえます。急激に社会変化が求められる状況は、科学、
テクノロジー、社会システムを大きく進展させていくでしょう。
当拠点がめざす、知らず知らずのうちに運動をしている、運動の
生活カルチャー化にもとづく「アクティブ・フォー・オール」の
実現に向けては、すべての人がアクティブでいることの本質的な
価値を知識ベースだけでなく、実践ベースとして顕在化し共有化
していくこと、さらにはSociety5.0が加速する状況の中で、新
たな社会の共創価値を見出すこと。これらの実現がCOI（セン
ター・オブ・イノベーション）プログラムにおける最終フェーズ
で到達すべきミッションであると考えています。

なお、これまでの人類の歴史において感染症によって人類が滅
んだことはありません。感染症の危機、経済的な危機は何度もあ
りましたが、そのあとに「新たな価値」を生み出してきたのが、
これまでの人類であります。当拠点では参画機関の皆さまと共に
運動の生活カルチャー化により活力ある未来、「アクティブ・
フォー・オール」の実現を目指して引き続き進んで参ります。
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センター・オブ・イノベーションとアクティブ・フォー・オール拠点
　センター・オブ・イノベーション（COI）は、文部科学省と国立研究開発法人科学技術振興機構（JST）が進める研究成果を実社会に
還元するために、事業化を支援する長期大型プロジェクトです。立命館大学、順天堂大学の他に多数の大学がこの研究プロジェクトを実
施しています。
　立命館大学、順天堂大学が取り組んでいるのがアクティブ・フォー・オール拠点。「運動の生活カルチャー化」を合言葉に、運動を通
じて多様な人たちと交流できるような社会を作り、健康寿命の延伸を目指して、日々の研究開発を行っています。

研究開発テーマ

社会実装に向けたコンテンツ開発
事業化グループ（参画企業・大学）

アクティブ・フォー・オール拠点の⽬指すもの
　「運動」を媒介に「スポーツ・運動」と「医療」の両側⾯から健康を維持・増進し、全ての人々をアクティ
ブな状態へ誘導する。人々の時間と空間を共有し、「日本の誇るべき絆社会」を実現します。

順天堂大学 立命館大学

スマートウェア
の実用化

オムロンヘルスケア㈱
東洋紡㈱
HOS ㈱
立命館大学
順天堂大学
滋賀医科大学

オムロンヘルスケア㈱
東洋紡㈱
立命館大学
順天堂大学
滋賀医科大学

オムロンヘルスケア㈱
パナソニック㈱
大和ハウス工業㈱
㈱デンケン
立命館大学
順天堂大学

オムロンヘルスケア㈱
㈱ウェルネス
　メディカル研究所
立命館大学
順天堂大学

東急不動産㈱
㈱ニッピ
東郷町施設サービス㈱
順天堂大学

スマートウェア
フィットネス事業

空間シェアリング
の実用化

スマートウェア
教育教材事業

運動誘導／
継続の実現

ピンスポットオーディオによる
空間シェアリング事業

ロコモ発症予防

バイタルデータ
アート化システム事業

ロコモ進展予防

（順天堂COI 拠点外活動）
ロコモ予防

Bright Future for All Ages
with Health Innovation by Daily Exercise
運動の生活カルチャー化により活力ある未来をつくるアクティブ・フォー・オール拠点
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に
開
設
し
ま
し
た
。
本
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
で
は
、
ロ
コ
モ
診
断
を
は
じ
め
、
研
究
グ
ル
ー
プ
が
こ
れ
ま
で
取

り
組
ん
で
き
た
研
究
や
自
治
体
な
ど
で
実
施
し
て
い
る
運
動
教
室
で

培
っ
た
運
動
指
導
の
知
見
に
基
づ
き
、
ロ
コ
モ
予
防
に
役
立
つ
情
報
を

公
開
し
て
い
ま
す
。

＊
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
は
Ｐ
17
ア
ク
テ
ィ
ブ
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
に
記
載

と
、
ア
プ
リ
が
画
像
内
の
関
節
位
置
情
報
か
ら
姿
勢
推
定

を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
正
し
い
姿
勢
や
リ
ズ
ム
な
ど
事

前
に
規
定
し
た
ポ
イ
ン
ト
に
従
っ
て
点
数
に
変
換
し
ま
す
。

結
果
は
点
数
だ
け
で
な
く
音
楽
表
現
に
も
変
換
さ
れ
、
姿

勢
が
崩
れ
た
り
リ
ズ
ム
が
保
て
な
か
っ
た
り
す
る
と
音
楽

に
ノ
イ
ズ
が
混
じ
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

本
ア
プ
リ
開
発
に
お
い
て
、
立
命
館
大
学
は
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
（
運
動
解
析
技
術
開
発
）、
順
天
堂
大
学
は
ス
ポ
ー
ツ

（
運
動
監
修
）、
東
京
藝
術
大
学
は
ア
ー
ト
（
音
楽
監
修
）

と
い
う
そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
者
の
強
み
が
生
か
さ
れ
て
お
り
、

今
後
も
両
拠
点
の
目
指
す
ビ
ジ
ョ
ン
の
実
現
に
向
け
社
会

実
装
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

「BiosignalArt

」
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
：

　

https://w
w
w
.biosignal-art.net/

●
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
（
運
動
解
析
技
術
開
発
）
担
当

立
命
館
大
学
理
工
学
部�

岡
田　
志
麻�

准
教
授

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
外
出
が
ま
ま
な
ら
ず
、
運
動
不
足
で
困
っ
て

い
ら
っ
し
ゃ
る
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を
危

惧
し
て
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
力
で
正
し
い
運
動
の
可
視
化
、
可
聴

化
を
実
現
す
る
ア
プ
リ
を
開
発
し
ま
し
た
。
運
動
の
姿
勢
や
リ
ズ

ム
の
到
達
度
が
楽
で
、
直
感
的
に
分
か
り
、
ノ
イ
ズ
の
な
い
き
れ

い
な
音
楽
を
目
指
し
て
楽
し
く
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が
で
き
る
こ
の
ア

プ
リ
を
使
っ
て
、
み
な
さ
ん
の
日
々
の
運
動
を
習
慣
づ
け
る
第
一

歩
と
し
て
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

●
ス
ポ
ー
ツ
（
運
動
監
修
）
担
当

順
天
堂
大
学
大
学
院
ス
ポ
ー
ツ
健
康
科
学
研
究
科

�

町
田　
修
一�

教
授

Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ-

19
の
流
行
に
端
を
発
し
、
そ
れ
ま
で
の
日
常
と

は
異
な
る
生
活
様
式
へ
の
様
々
な
行
動
変
容
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
こ
う
し
た
時
代
の
変
化
の
中
で
、
運
動
す
る
機
会
を
失
い
、

そ
れ
に
よ
っ
て
健
康
を
損
な
う
人
々
が
増
え
て
し
ま
わ
な
い
か
を

危
惧
し
て
い
ま
す
。
運
動
す
る
こ
と
の
重
要
性
は
分
か
っ
て
い
て

も
、
ど
の
よ
う
な
運
動
を
ど
の
よ
う
に
実
践
し
て
よ
い
の
か
分
か

ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
継
続
す
る
上
で
、
運
動
を
楽

し
む
こ
と
も
大
切
で
す
。
自
分
の
動
き
が
客
観
的
に
評
価
さ
れ
る

本
ア
プ
リ
を
ご
活
用
い
た
だ
き
、
運
動
の
コ
ツ
や
楽
し
み
を
体
感

し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

●
ア
ー
ト
（
音
楽
監
修
）
担
当

東
京
藝
術
大
学
Ｃ
Ｏ
Ｉ
拠
点�

小
川　
類�

特
任
准
教
授

本
ア
プ
リ
は
、
こ
れ
か
ら
の
新
し
い
運
動
と
し
て
、
ア
ー
ト
と

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
力
を
使
っ
て
「
効
果
的
に
楽
し
く
」
続
け
ら
れ

る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。
始
ま
っ
た
ば
か
り
な
の
で
、
運
動
や
音
楽

の
数
も
ま
だ
少
な
い
で
す
が
、
今
後
の
更
新
で
運
動
・
音
楽
コ
ン

テ
ン
ツ
を
増
や
し
、
ま
た
ダ
ン
ス
や
映
像
エ
フ
ェ
ク
ト
も
加
え
て

い
く
予
定
で
す
。
ぜ
ひ
楽
し
み
な
が
ら
体
験
し
て
、
そ
の
運
動
効

果
を
実
感
し
て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
く
れ
ぐ
れ
も
ご
無
理
の
な

い
よ
う
に
。

ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
の
新
時
代
到
来

Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ-

19
に
対
応
し
研
究
成
果
を
社
会
に
還
元

社会実装への期待ニューノーマルの
新時代
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〈
新
時
代
の
展
望
〉

～
ス
マ
ー
ト
ウ
ェ
ア
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
～

〝あ
ら
ゆ
る
人
と
空
間
を
共
有
で
き
る
〟
新
時
代
の
ス
マ
ー
ト
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス

Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ-

19
の
影
響
で
、
ジ
ム
や
ス
タ
ジ
オ

の
営
業
自
粛
が
相
次
い
だ
こ
と
か
ら
、
フ
ィ
ジ
カ

ル
空
間
（
現
実
社
会
）
だ
け
で
な
く
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を

活
用
し
た
サ
イ
バ
ー
空
間
（
仮
想
空
間
）
で
、
あ

ら
ゆ
る
人
と
空
間
を
共
有
で
き
る
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス

事
業
へ
の
期
待
が
益
々
加
速
し
て
い
ま
す
。
そ
し

て
日
本
政
府
が
め
ざ
す
未
来
社
会
の
姿
、「
超
ス

マ
ー
ト
社
会
」
の
構
想
に
お
い
て
も
、「
い
つ
で

も
・
ど
こ
で
も
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
た
オ
ン
ラ

イ
ン
化
が
、
急
速
に
進
ん
で
い
ま
す
。

例
え
ば
、
サ
イ
バ
ー
空
間
（
仮
想
空
間
）
を
う

ま
く
活
用
で
き
れ
ば
、
ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
時
代
に

お
い
て
も
自
宅
に
い
な
が
ら
空
間
や
雰
囲
気
を
共

有
し
な
が
ら
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
を
体
験
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
ス
タ
ジ
オ
で
は
バ
イ

ク
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
で
は
、
ダ

ン
ス
、
サ
ー
キ
ッ
ト
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、
椅
子
に
座
っ

た
バ
ン
ド
体
操
が
お
こ
な
わ
れ
る
な
ど
、
や
り
た

い
場
所
で
や
り
た
い
運
動
を
実
施
し
て
い
る
状
況

で
す
。
こ
れ
は
、
サ
イ
バ
ー
空
間
だ
か
ら
こ
そ
で

き
る
演
出
で
誰
が
、
ど
こ
で
、
何
を
し
て
い
て
も

違
和
感
な
く
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

そ
し
て
、
ス
マ
ー
ト
ウ
ェ
ア
を
着
用
す
る
こ
と

で
、
一
緒
に
参
加
し
て
い
る
人
の
い
わ
ゆ
る
〝
頑

張
り
度
合
い
〟
が
、
心
拍
数
と
い
う
数
値
で
〝
見

え
る
化
〟
さ
れ
ま
す
。
さ
ら
に
総
合
的
に
グ
ル
ー

プ
が
ど
れ
だ
け
頑
張
っ
た
か
な
ど
も
見
え
る
化
さ

せ
る
こ
と
で
、
参
加
者
同
士
の
共
感
を
得
る
こ
と

が
可
能
と
な
り
ま
す
。
世
の
中
に
多
く
配
信
さ
れ

て
い
る
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
動
画
は
、
配
信
さ
れ
る
だ

け
の
一
方
通
行
で
す
が
、
ス
マ
ー
ト
ウ
ェ
ア
に
よ

り
生
体
計
測
し
た
デ
ー
タ
、
例
え
ば
心
拍
数
を
軸

に
し
、
空
間
を
共
有
す
る
演
出
に
よ
り
、
年
齢
、
体

力
レ
ベ
ル
、
場
所
を
問
わ
ず
人
と
人
と
の
繋
が
り

を
持
つ
双
方
向
の
運
動
が
実
現
さ
れ
ま
す
。
も
ち

ろ
ん
、
心
拍
数
を
確
認
す
る
こ
と
に
よ
る
安
全
管

理
も
可
能
に
な
り
ま
す
。
あ
ら
ゆ
る
人
と
空
間
を

共
有
し
、
共
感
、
共
同
の
中
で
「
運
動
の
生
活
カ

ル
チ
ャ
ー
化
」
の
持
続
的
な
実
現
に
向
け
て
、
新

時
代
に
対
応
し
た
事
業
を
創
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

ゲ
ー
ミ
フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り

楽
し
く
運
動
で
き
る
プ
ロ
グ
ラ
ム

立
命
館
大
学
Ｂ
Ｋ
Ｃ
（
び
わ
こ
・
く
さ
つ
キ
ャ
ン
パ
ス
）
ス
ポ
ー

ツ
健
康
コ
モ
ン
ズ
（
以
下
、
ス
ポ
コ
モ
）
は
プ
ー
ル
や
ア
リ
ー
ナ
、
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
な
ど
を
備
え
た
運
動
複
合
施
設
で
、
開
設
さ
れ

た
２
０
１
６
年
10
月
よ
り
弊
社
が
受
託
管
理
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
ス

ポ
コ
モ
は
、
大
学
と
弊
社
の
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
事
業
運
営
ノ
ウ
ハ
ウ
を

融
合
さ
せ
、
一
般
学
生
や
教
職
員
、
そ
し
て
地
域
住
民
が
所
属
や
世

代
の
垣
根
を
越
え
て
参
加
し
、
交
流
・
連
携
を
図
り
、
楽
し
く
健
康

的
な
活
動
に
携
わ
る
、
新
た
な
ス
ポ
ー
ツ
交
流
施
設
で
す
。
ま
た
、
大

学
内
の
施
設
と
い
う
こ
と
で
、
ま
だ
市
場
に
な
い
新
し
い
研
究
開
発

の
成
果
を
発
信
し
て
い
く
役
目
も
兼
ね
て
お
り
、
今
回
ト
ラ
イ
ア
ル

導
入
を
す
る
「
ス
マ
ー
ト
Ｒ
（
ア
ー
ル
）
バ
イ
ク
・
ザ
・
ラ
イ
ド
」

も
、
ま
さ
に
そ
の
一
つ
で
す
。

ス
マ
ー
ト
Ｒ
バ
イ
ク
・
ザ
・
ラ
イ
ド
は
、
着
る
だ
け
で
生
体
計
測

可
能
な
ス
マ
ー
ト
ウ
ェ
ア
を
着
用
し
、
音
楽
や
映
像
に
合
わ
せ
て
バ

イ
ク
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
ま
す
。
計
測
さ
れ
た
心
拍
数
は
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
到
達
度
に
反
映
さ
れ
、
参
加
者
間
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
共
感
を

生
む
ゲ
ー
ミ
フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
楽
し
く
運
動
で
き
る
エ
ク
サ

サ
イ
ズ
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。
実
は
、
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ク
ラ
ブ
に
は
、
入

会
後
１
年
以
内
に
約
半
数
の
方
が
退
会
さ
れ
、
多
く
の
方
が
入
会
３

か
月
以
後
に
は
来
館
回
数
が
大
幅
に
減
少
す
る
と
い
う
デ
ー
タ
が
あ

り
ま
す
。
主
に
運
動
は
キ
ツ
イ
、
し
ん
ど
い
、
続
け
な
い
と
い
け
な

い
と
い
う
体
験
か
ら
挫
折
し
て
し
ま
う
人
が
多
い
の
が
そ
の
理
由
で

す
。
し
か
し
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
楽
し
さ
を
全
面
に
う
ち
出
し
て
お

り
、
ゲ
ー
ム
感
覚
で
楽
し
く
参
加
し
て
い
る
う
ち
に
気
が
付
け
ば
運

動
を
し
て
い
た
と
思
え
る
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
そ
れ
だ

け
で
な
く
一
人
で
は
得
ら
れ
な
い
、
参
加
者
同
士
の
共
感
は
運
動
継

続
の
動
機
づ
け
と
な
り
、「
運
動
の
生
活
カ
ル
チ
ャ
ー
化
」
が
実
現
す

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
心
拍
数
を
計
測
し
な
が
ら
行
う
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
つ
い
て

は
、
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
が
こ
れ
ま
で
参
加
者
の
表
情
や
動
き
だ
け

で
読
み
取
っ
て
い
た
「
頑
張
り
度
合
い
」
が
、
生
体
的
な
反
応
で
あ

る
心
拍
数
を
計
測
す
る
こ
と
で
、
目
的
に
合
わ
せ
た
効
果
的
な
運
動

メ
ニ
ュ
ー
の
提
供
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
特
徴
と
し
て
、
運
動
目
標
を
個
人
や
そ
の
日
の
体
調
に
合

わ
せ
て
自
由
に
変
化
で
き
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
昨
今
の
超
高

齢
化
社
会
や
、
働
き
盛
り
世
代
の
メ
タ
ボ
予
防
な
ど
、
ど
の
年
代
の

方
に
も
無
理
な
く
参
加
し
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
運
動
習
慣

を
作
る
と
い
う
観
点
で
は
、
高
齢
に
な
っ
て
か
ら
で
は
な
く
、
若
い

世
代
か
ら
運
動
を
習
慣
化
し
て
お
く
こ
と
も
大
切
で
す
。
こ
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
が
学
生
か
ら
地
域
の
高
齢
者

ま
で
あ
ら
ゆ
る
世
代
に
利
用
さ
れ
、

運
動
を
楽
し
く
続
け
ら
れ
、
自
然
と

多
世
代
交
流
の
で
き
る
場
に
な
る
こ

と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
今
後
は
弊
社

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ク
ラ
ブ
で
の
本
格
導

入
と
共
に
、
ホ
ー
ム
エ
ク
サ
サ
イ
ズ

と
し
て
の
発
展
も
視
野
に
入
れ
、
自

宅
か
ら
ゼ
ロ
距
離
で
参
加
で
き
る
よ

う
な
構
想
に
も
期
待
し
て
い
ま
す
。

社
会
実
装
へ
の

道
筋
１

ス
マ
ー
ト
ウ
ェ
ア
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
事
業

Ｈ
Ｏ
Ｓ
株
式
会
社

体
育
施
設
事
業
部 

Ｂ
Ｋ
Ｃ
ス
ポ
ー
ツ
健
康
コ
モ
ン
ズ

施
設
責
任
者　

辻
野　

真
史

立
命
館
大
学
ス
ポ
ー
ツ
健
康
科
学
部

ス
ポ
ー
ツ
健
康
科
学
科　

教
授

塩
澤　

成
弘
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Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
探
究
型
学
習

２
０
２
０
年
度
の
学
習
指
導
要
領
改
訂
に
よ
り
、
小
学
校
に
お

い
て
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
が
必
須
化
さ
れ
ま
し
た
。
学
校
教
育

に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
も
、
こ
こ
数
年
で
急
速
に
加
速
し
て
い
ま
す
。

私
が
着
任
し
て
い
る
立
命
館
小
学
校
（
京
都
市
）
に
お
い
て
も
、
ア

ク
テ
ィ
ブ
・
フ
ォ
ー
・
オ
ー
ル
拠
点
で
研
究
開
発
さ
れ
た
、
着
る

だ
け
で
バ
イ
タ
ル
デ
ー
タ
を
計
測
で
き
る
「
ス
マ
ー
ト
ウ
ェ
ア
」
を

活
用
し
ま
し
た
。
5
年
生
の
体
育
授
業
に
お
い
て
、
心
拍
数
を
頼

り
に
楽
し
み
な
が
ら
体
力
を
向
上
す
る
「
に
こ
に
こ
ペ
ー
ス
で
体

力
ア
ッ
プ
」
の
授
業
を
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
学
習
の
一
環
と
し
て
実
施

し
ま
し
た
。

こ
の
授
業
を
し
よ
う
と
思
っ

た
き
っ
か
け
は
、
実
は
僕
自
身
、

持
久
走
を
含
め
走
る
の
は
あ
ま

り
好
き
じ
ゃ
な
い
（
笑
）
の
で

す
が
、
そ
ん
な
中
で
ち
ょ
っ
と

で
も
楽
し
み
な
が
ら
走
り
た
い
、

音
楽
に
合
わ
せ
た
り
話
し
た
り

し
な
が
ら
無
理
の
な
い
自
分
に

あ
っ
た
ペ
ー
ス
で
走
る
こ
と
が

で
き
た
ら
、
持
久
走
も
楽
し
く

で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か

と
漠
然
と
考
え
て
い
ま
し
た
。

そ
ん
な
こ
ろ
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
・

〈
新
時
代
の
展
望
〉

～
ス
マ
ー
ト
ウ
ェ
ア
教
育
教
材
～ 

ス
マ
ー
ト
ア
ー
ル
推
進
協
議
会

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
や
体
育
・
音
楽
で
の
活
用
。

楽
し
み
な
が
ら
身
体
を
動
か
す
教
育
教
材

ス
マ
ー
ト
ア
ー
ル
推
進
協
議
会
は
、
研
究
成

果
を
広
く
一
般
の
方
々
の
生
活
を
豊
か
に
す
る

事
業
や
商
品
な
ど
の
開
発
お
よ
び
開
発
支
援
を

行
う
た
め
に
２
０
１
９
年
4
月
に
設
立
さ
れ
ま

し
た
。
ス
マ
ー
ト
ウ
エ
ア
を
活
用
し
た
教
育
教

材
事
業
に
関
し
て
も
事
業
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

推
進
し
て
い
ま
す
。

２
０
２
０
年
度
に
小
学
校
に
お
い
て
プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ
教
育
が
必
須
化
と
な
り
、
探
究
型
学

習
や
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
が
導
入
さ
れ
、
教

員
と
児
童
が
情
報
機
器
を
通
じ
て
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
と
共
に
、
学
習
意
欲
を
高

め
る
た
め
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
に
活
用
可
能
な
ル
ー

ル
の
拡
充
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
我
々
は
立

命
館
小
学
校
で
の
体
育
授
業
で
の
ス
マ
ー
ト
ウ

エ
ア
を
活
用
し
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
に
お
い
て
一
定

の
成
果
を
得
た
こ
と
か
ら
、
本
事
業
が
プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ
教
育
と
も
マ
ッ
チ
す
る
の
で
は
な
い

か
と
考
え
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
ソ
フ
ト
ウ
エ

ア
の
み
を
活
用
し
た
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
画
面
上

の
操
作
だ
け
で
は
な
く
、
ハ
ー
ド
ウ
エ
ア
と
し

て
ス
マ
ー
ト
ウ
エ
ア
を
活
用
し
、
子
ど
も
で
も

わ
か
り
や
す
い
よ
う
な
ビ
ジ
ュ
ア
ル
型
の
プ
ロ

グ
ラ
ミ
ン
グ
言
語
を
取
り
入
れ
て
提
供
こ
と
に

よ
り
、
身
体
を
動
か
し
な
が
ら
「
論
理
的
思
考

力
」
や
「
課
題
解
決
力
の
向
上
」
が
得
ら
れ
る

教
育
教
材
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
さ
ら
に

音
楽
教
材
へ
と
進
化
す
れ
ば
、
体
を
動
か
す
こ

と
で
音
楽
を
奏
で
る
こ
と
が
で
き
る
な
ど
、
幅

広
い
可
能
性
を
視
野
に
入
れ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
の
新
時
代
に
お

い
て
オ
ン
ラ
イ
ン
化
が
加
速
し
て
い
ま
す
が
、

ス
マ
ー
ト
ウ
エ
ア
教
育
教
材
は
場
所
や
使
用
者

に
左
右
さ
れ
な
い
た
め
、
フ
ィ
ジ
カ
ル
空
間
だ

け
で
な
く
サ
イ
バ
ー
空
間
で
も
活
用
で
き
、
特

別
支
援
学
級
、
遠
隔
授
業
、
家
庭
学
習
に
お
け

る
教
育
教
材
と
し
て
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
の
運

動
の
習
慣
化
に
繋
が
る
と
考
え
て
お
り
、
さ
ら

に
は
幼
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
多
世
代
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
形
成
に
よ
る「
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
フ
ォ
ー
・

オ
ー
ル
」
の
実
現
に
つ
な

が
る「
楽
し
く
運
動
す
る

こ
と
が
可
能
に
な
る
教

育
教
材
」
の
事
業
化
を

パ
ー
ト
ナ
ー
企
業
と
共

に
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

フ
ォ
ー
・
オ
ー
ル
拠
点
の
立
命
館
大
学
か
ら
ス
マ
ー
ト
ウ
ェ
ア
の

実
証
実
験
の
協
力
依
頼
の
話
を
い
た
だ
き
、
ス
マ
ー
ト
ウ
ェ
ア
を

う
ま
く
授
業
に
取
り
入
れ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
し
ん
ど
い
、
つ

ら
い
と
思
っ
て
い
る
持
久
走
が
「
走
る
っ
て
楽
し
い
！
」
に
変
わ

る
の
で
は
な
い
か
と
期
待
が
膨
ら
み
ま
し
た
。

授
業
内
容
に
つ
い
て
は
１
時
間
目
で
は
、
ス
マ
ー
ト
ウ
ェ
ア
を
使

い
安
静
時
の
心
拍
数
や
、
心
拍
数
の
上
が
り
下
が
り
な
ど
を
視
覚
的

に
捉
え
る
こ
と
で
心
拍
数
に
つ
い
て
興
味
を
持
た
せ
る
活
動
を
行
い

ま
し
た
。
２
時
間
目
に
は
、
心
拍
数
は
人
に
よ
っ
て
上
が
り
方
や
下

が
り
方
が
違
う
と
い
う
こ
と
を
体
験
さ
せ
ま
し
た
。
３
時
間
目
に
は
、

子
ど
も
た
ち
が
初
め
て
出
会
う
で
あ
ろ
う
ス
ロ
ー
ジ
ョ
ギ
ン
グ
に
つ

い
て
理
解
さ
せ
実
際
に
走
ら
せ
て
み
ま
し
た
。
そ
し
て
４
時
間
目
に

は
、
前
時
で
学
ん
だ
ス
ロ
ー
ジ
ョ
ギ
ン
グ
を
ペ
ア
ワ
ー
ク
で
行
い
ま

し
た
。
1
人
は
音
楽
に
合
わ
せ
て
走
り
、
も
う
1
人
は
手
元
の
端
末

で
走
者
の
心
拍
数
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
確
認
し
な
が
ら
目
標
心
拍
数

を
意
識
さ
せ
る
こ
と
で
、「
い
い
よ
！
そ
の
調
子
！
」
や
「
１
５
０

超
え
た
よ
。
も
う
少
し
ゆ
っ
く
り
走
ろ
う
」
な
ど
声
か
け
を
し
て
い

ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
か
ら
は
「
う
ま
く
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
も
ら

え
て
楽
し
く
走
れ
た
」「
ペ
ー
ス
を
落
と
し
て
」
や
、「
も
う
ち
ょ
っ

と
速
く
」
な
ど
と
言
っ
て
も
ら
っ
て
か
ら
実
行
し
た
ら
楽
に
な
っ

た
」
な
ど
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
役
割
を
評
価
す
る
声
も
あ

が
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
た
だ
体
力
を
高
め
る
こ
と
を
め
ざ
す
だ
け

で
は
な
く
、
自
分
の
心
拍
数
を
知
り
、
そ
れ
ぞ
れ
個
人
に
あ
っ
た
運

動
ペ
ー
ス
「
に
こ
に
こ
ペ
ー
ス
」
で
楽
し
み
な
が
ら
意
欲
的
に
運
動

す
る
授
業
を
実
施
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

社
会
実
装
へ
の

道
筋
２

ス
マ
ー
ト
ウ
ェ
ア
教
育
教
材
事
業

授
業
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
持
久
走
に
つ
い
て
以
前
に
比
べ

て
「
好
き
に
な
っ
た
」「
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
好
き
に
な
っ
た
」
が

80
％
を
超
え
た
こ
と
が
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
そ
の
理
由
と

し
て
は
「
ス
マ
ー
ト
ウ
ェ
ア
を
使
っ
て
自
分
の
心
拍
数
を
知
る
こ

と
が
で
き
た
」「
誰
か
と
一
緒
に
話
し
な
が
ら
走
る
こ
と
が
で
き
た
」

「
自
分
に
あ
っ
た
ペ
ー
ス
で
走
る
こ
と
が
で
き
た
」
と
の
回
答
が

あ
っ
た
こ
と
か
ら
も
持
久
走
の
時
間
を
楽
し
く
取
り
組
む
と
い
う

狙
い
が
達
成
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
今

後
、
ス
マ
ー
ト
ウ
ェ
ア
を
ど
の
よ
う
に
活
用
し
て
み
た
い
か
と
い

う
項
目
に
対
し
て
は
、「
１
日
中
つ
け
て
、
い
ろ
ん
な
時
の
心
拍
数

を
見
て
み
た
い
」「
絶
叫
マ
シ
ン
に
乗
っ
た
時
の
心
拍
を
計
り
た
い
」

「
鬼
ご
っ
こ
で
追
い
か
け
る
側
と
、
逃
げ
る
側
は
ど
っ
ち
の
心
拍
数

が
上
が
る
の
か
」
な
ど
子
ど
も
な
ら
で
は
の
自
由
な
発
想
も
数
多

く
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
回
の
授
業
を
通
じ
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
教
育
に
お
い
て
も
、

そ
の
導
入
と
と
も
に
子
ど
も
た
ち
同
士
が
関
わ
り
合
え
る
内
容
を

取
り
入
れ
る
こ
と
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
促
進
や
授
業
内

容
の
理
解
や
探
求
心
を
深
め
る
た
め
に
も
必
要
な
こ
と
で
あ
る
と

感
じ
ま
し
た
。
今
回
の
よ
う
に
楽
し
い
か
ら
つ
い
走
っ
て
い
た
と

い
う
体
験
が
大
学
や
企
業
と
の

共
同
研
究
の
成
果
と
し
て
積
み

重
な
り
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、

運
動
を
楽
し
い
も
の
と
感
じ
る
こ

と
で
、
未
来
の
健
康
に
つ
な
が
る

事
を
期
待
し
て
い
ま
す
。 立

命
館
小
学
校
５
年
生
学
年
主
任

体
育
専
科　

田
中　
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草
津
市
の
ま
ち
づ
く
り
拠
点
Ｕ
Ｄ
Ｃ
Ｂ
Ｋ

に
て
ピ
ン
ス
ポ
ッ
ト
オ
ー
デ
ィ
オ
設
置

滋
賀
県
草
津
市
は
、
京
都
・
大
阪
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し
て

今
も
な
お
人
口
増
加
を
続
け
る
ま
ち
で
す
が
、
そ
の
中
で
も

ア
ー
バ
ン
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
び
わ
こ
・
く
さ
つ
（
以
下
、
Ｕ

Ｄ
Ｃ
Ｂ
Ｋ
）
が
位
置
す
る
南
草
津
エ
リ
ア
は
、
乗
降
者
数
が
滋

賀
県
内
で
最
も
多
い
Ｊ
Ｒ
南
草
津
駅
が
あ
り
、
１
９
９
４
年
の

Ｊ
Ｒ
南
草
津
駅
開
設
と
立
命
館
大
学
び
わ
こ
・
く
さ
つ
キ
ャ
ン

パ
ス
の
新
設
を
契
機
に
、
集
合
住
宅
を
中
心
に
急
速
に
宅
地
開

発
が
進
ん
で
き
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、
急
速
な
発
展
に
伴
う
交
通
問
題
や
新
旧
住
民
の

交
流
す
る
空
間
が
少
な
い
こ
と
、
さ
ら
に
は
大
学
や
企
業
の
研

究
開
発
拠
点
が
集
積
し
て
お
り
、
知
の
資
源
や
民
間
活
力
を
最

大
限
に
活
か
し
て
い
く
こ
と
も
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

Ｕ
Ｄ
Ｃ
Ｂ
Ｋ
は
、
草
津
の
未
来
の
ま
ち
の
デ
ザ
イ
ン
を
考
え

る
た
め
に
、
大
学
（
教
職
員
や
学
生
）、
企
業
（
経
営
者
や
通

勤
者
）、
行
政
（
国
や
県
や
市
の
職
員
）
の
人
々
が
、
草
津
に

住
む
市
民
の
方
々
と
気
軽
に
自
由
に
話
し
合
い
、
交
流
す
る
場

所
と
し
て
２
０
１
６
年
に
草
津
市
の
事
業
と
し
て
開
設
さ
れ
、

翌
年
8
月
に
Ｊ
Ｒ
南
草
津
駅
か
ら
徒
歩
１
分
の
西
友
南
草
津

店
の
１
階
に
移
転
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
中
で
、
学
と
の
連
携
の
一
環
と
し
て
Ｕ
Ｄ
Ｃ
Ｂ

Ｋ
に
、
立
命
館
大
学
の
超
指
向
性
ス
ピ
ー
カ
ー
を
４
系
統
６
台

設
置
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
こ
の
特
徴
は
一
つ
の
空
間
の

中
に
数
か
所
設
置
す
れ
ば
、
空
間
を
物
理
的
な
壁
で
な
く
、
音

で
仕
切
り
を
作
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
例
え
ば
右
側
の
エ
リ

ア
で
は
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
る
音
楽
、
キ
ッ
ズ
エ
リ
ア
で
は
子
ど

も
向
け
の
音
楽
な
ど
、
空
間
を
分
け
て
音
楽
を
流
す
こ
と
が
可

能
な
こ
と
で
す
。

Ｕ
Ｄ
Ｃ
Ｂ
Ｋ
の
室
内
に
普
段
は
Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ
を
超
指
向
性
ス

ピ
ー
カ
ー
か
ら
流
し
て
い
ま
す
が
、
ひ
と
つ
の
空
間
に
い
て
も

聞
こ
え
る
所
と
聞
こ
え
な
い
所
が
あ
り
、
利
用
者
に
不
思
議
が

ら
れ
、
大
学
の
技
術
に
関
心
を
示
し
て
い
た
だ
く
き
っ
か
け
に

な
っ
て
い
ま
す
。

今
年
2
月
に
は
、
立
命
館
大
学
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
フ
ォ
ー
オ
ー

ル
拠
点
と
連
携
し
て
、
第
10
回
ア
ー
バ
ン
デ
ザ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー

「
健
幸
都
市
と
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
能
力
〜
運
動
が
好
き
に

な
る
！
遊
び
感
覚
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」
を
開
催
し
運
動
誘
導
と

継
続
に
つ
な
げ
る
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
し
、
参
加
者
に
超
指
向
性

ス
ピ
ー
カ
ー
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

立
命
館
大
学
が
今
後
も
「
運
動
の
生
活
カ
ル
チ
ャ
ー
化
」
に

向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
す
の
で
、
ぜ

ひ
Ｕ
Ｄ
Ｃ
Ｂ
Ｋ
を
実
証
実
験
の
場
所
と
し
て
さ
ら
に
御
活
用
い

た
だ
け
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

社
会
実
装
へ
の

道
筋
３

ピ
ン
ス
ポ
ッ
ト
オ
ー
デ
ィ
オ
に
よ
る

空
間
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
事
業

〈
新
時
代
の
展
望
〉

～
ピ
ン
ス
ポ
ッ
ト
オ
ー
デ
ィ
オ
～

新
時
代
に
お
い
て
需
要
が
高
ま
る
〝音
〟
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ

あ
る
新
聞
の
投
書
欄
に
「
テ
レ
ビ
が
高
画
質
に

な
る
こ
と
も
結
構
で
す
が
、
必
要
な
人
に
だ
け
音

を
届
け
る
テ
レ
ビ
は
開
発
で
き
な
い
で
し
ょ
う
か
」

と
い
う
コ
メ
ン
ト
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
の
を
目
に

し
ま
し
た
。
私
た
ち
の
生
活
に
は
あ
ら
ゆ
る
〝
音
〟

が
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
改
善
さ
れ
て

い
な
い
こ
と
も
多
く
、
音
響
技
術
を
用
い
る
こ
と

で
日
常
生
活
、
さ
ら
に
は
音
が
活
躍
で
き
る
新
た

な
場
を
創
出
し
、
人
々
の
生
活
を
豊
か
に
で
き
れ

ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

特
に
、
昨
今
、
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ-

19
発
生
後
、
新
し

い
生
活
様
式
に
対
応
す
る
オ
フ
ィ
ス
空
間
、
テ
レ

ワ
ー
ク
の
形
が
急
速
に
求
め
ら
れ
て
お
り
、
今
後

ま
す
ま
す
音
へ
の
需
要
が
高
ま
っ
て
く
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
ま
す
。
例
え
ば
、
我
々
が
行
っ
た
ヒ
ア

リ
ン
グ
調
査
に
よ
る
と
、
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
の
場

で
の
キ
ー
ボ
ー
ド
の
タ
ッ
チ
音
や
発
言
者
の
周
辺

に
い
る
人
の
声
と
い
っ
た
「
発
言
者
以
外
の
音（
雑

音
）」
が
気
に
か
か
り
会
話
に
集
中
で
き
な
い
、
と

い
っ
た
声
は
多
く
、〝
届
け
た
い
場
所
に
必
要
な
音

だ
け
を
届
け
る
〟
こ
と
に
需
要
が
高
ま
っ
て
い
る

こ
と
が
推
測
さ
れ
ま
す
。

今
後
あ
ら
ゆ
る
と
こ
ろ
で
非
接
触
の
形
が
追
及

さ
れ
て
い
く
中
で
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
や
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
在
り
方
が
、
今
後
、
よ
り

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
く
こ
と
も
予
想
さ
れ

ま
す
。
ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
な
時
代
に
生
じ
る
課
題

を
音
が
解
決
の
糸
口
に
な
れ
る
よ
う
、
引
き
続
き

研
究
開
発
を
進
め
る
と
と
も
に
、
コ
ン
シ
ュ
ー
マ
ー

の
声
に
耳
を
傾
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

立
命
館
大
学 
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異
分
野
・
他
機
関
と
の
連
携
で

新
た
な
価
値
創
造
を
実
現

私
が
携
わ
っ
て
い
る
開
発
課
題
「
バ
イ
タ
ル
デ
ー
タ
ア
ー
ト
化
シ
ス

テ
ム
」
は
、
２
０
１
７
年
度
、
２
０
１
８
年
度
の
2
年
間
に
わ
た
る
Ｃ

Ｏ
Ｉ
（
セ
ン
タ
ー
・
オ
ブ
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
）
若
手
連
携
研
究
フ
ァ

ン
ド
の
取
り
組
み
で
、
順
天
堂
大
学
運
動
生
理
学
研
究
室
博
士
研
究
員

の
沢
田
秀
司
先
生
、
東
京
藝
術
大
学
特
任
准
教
授
の
小
川
類
先
生
と
連

携
し
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
開
発
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
こ
の
開
発

は
２
０
２
０
年
度
よ
り
立
命
館
大
学
を
中
核
機
関
、
順
天
堂
大
学
を
サ

テ
ラ
イ
ト
機
関
と
す
る
〝
運
動
の
生
活
カ
ル
チ
ャ
ー
化
に
よ
る
活
力
あ

る
未
来
を
つ
く
る
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
フ
ォ
ー
・
オ
ー
ル
拠
点
〟、
東
京
藝
術

大
学
を
中
核
機
関
と
す
る
〝「
感
動
」
を
創
造
す
る
芸
術
と
科
学
技
術
に

よ
る
共
感
覚
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
拠
点
〟
の
両
拠
点
内
の
研
究
開
発
課
題

と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、「
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
フ
ォ
ー
・
オ
ー
ル
拠
点
」
と

し
て
の
狙
い
で
あ
る
「
新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
」、「
共
感
覚
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
拠
点
」
の
狙
い
で
あ
る
「
ス
ポ
ー
ツ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
」
の

二
つ
を
同
時
に
達
成
す
る
こ
と
で
新
た
な
価
値
創
造
を
実
現
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

「
バ
イ
タ
ル
デ
ー
タ
ア
ー
ト
化
シ
ス
テ
ム
」
と
は
、
ス
マ
ー
ト
ウ
ェ
ア

に
よ
り
心
拍
数
、
発
汗
、
呼
吸
数
、
筋
電
位
、
関
節
角
度
と
い
っ
た
バ

イ
タ
ル
デ
ー
タ
を
取
得
し
音
や
映
像
に
変
換
す
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。
主

に
、
立
命
館
大
学
が
工
学
に
よ
る
工
学
的
シ
ス
テ
ム
構
築
の
検
証
、
順

天
堂
大
学
が
ス
ポ
ー
ツ
健
康
科
学
に
よ
る
運
動
の
検
証
、
東
京
藝
術
大

学
が
音
響
科
学
に
よ
る
芸
術
表
現
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
分
野
違
い
の

人
材
の
集
ま
り
だ
か
ら
こ
そ
視
点
や
考
え
方
が
違
い
、
自
分
で
は
気
づ

か
な
い
よ
う
な
ア
イ
デ
ィ
ア
が
出
た
り
す
る
こ
と
が
大
変
面
白
く
、
通

常
の
研
究
活
動
で
は
集
ま
る
こ
と
の
で
き
な
い
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
の
先

生
方
と
連
携
で
き
る
特
異
性
が
Ｃ
Ｏ
Ｉ
の
強
み
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。な

ぜ
、
バ
イ
タ
ル
デ
ー
タ
ア
ー
ト
化
シ
ス
テ
ム
な
の
か
と
言
う
と
、
バ

イ
タ
ル
デ
ー
タ
は
呼
吸
数
、
筋
電
位
、
関
節
角
度
の
よ
う
に
随
意
的
に

入
力
で
き
る
も
の
と
心
拍
数
、
発
汗
の
よ
う
に
自
律
的
に
制
御
さ
れ
る

た
め
不
随
意
的
に
入
力
さ
れ
る
も
の
に
分
類
さ
れ
ま
す
が
、
随
意
的
な

も
の
に
関
し
て
も
、
体
型
や
骨
格
、
年
代
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
情
報
が

異
な
り
ま
す
。
バ
イ
タ
ル
デ
ー
タ
は
個
人
の
特
性
そ
の
も
の
で
あ
り
、
唯

一
無
二
の
デ
ー
タ
と
な
り
、
そ
の
人
に
し
か
作
り
出
せ
な
い
音
や
映
像

に
変
換
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
様
々
な
人

と
交
流
し
融
合
し
て
い
く
こ
と
で
、
新
た
な
音
楽
や
映
像
を
創
造
し
て

い
く
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
出
力
に
音
や
映
像
と
い
う
芸
術
性
、
創
造

性
を
持
た
せ
る
こ
と
で
、
１
つ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
に
と
ど
ま
ら
ず
、

新
た
な
交
流
や
融
合
を
探
索
し
て
い
く
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
研
究
成
果
発
表
と
し
て
、
２
０
１
９
年
1
月
に
は
、
東

京
藝
術
大
学Art & Science LA

・
球
形
ホ
ー
ル
に
て
バ
イ
タ
ル
デ
ー

タ
ア
ー
ト
化
シ
ス
テ
ム
を
紹
介
す
る
イ
ベ
ン
ト
「Lim

itless

」（
リ
ミ
ッ

社
会
実
装
へ
の

道
筋
４

バ
イ
タ
ル
デ
ー
タ
ア
ー
ト
化
シ
ス
テ
ム
事
業

ト
レ
ス
）
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
「
カ
ラ
ダ
を

科
学
と
芸
術
で
デ
ザ
イ
ン
す
る
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
、
ボ
ッ
チ
ャ

の
ボ
ー
ル
の
位
置
情
報
や
、
レ
ジ
ス
タ
ン
ス
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、
ラ

ン
ニ
ン
グ
な
ど
の
運
動
か
ら
得
ら
れ
る
バ
イ
タ
ル
デ
ー
タ
（
生
体

情
報
）
を
音
楽
に
変
換
す
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
実
現
し
ま
し
た
。

こ
の
様
子
は
東
京
藝
術
大
学
に
よ
り
映
像
作
品
に
も
な
っ
て
い
ま

す
。ま

た
、
２
０
１
９
年
2
月
に
大
阪
の
う
め
き
た
広
場
・
Ｓ
Ｈ
Ｉ

Ｐ
ホ
ー
ル
に
て
「
体
験
型
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
ケ
ー
スEx-

CRO
SS

（
エ
ク
ス
ク
ロ
ス
）」
に
出
展
し
、
バ
イ
タ
ル
デ
ー
タ
ア
ー

ト
化
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
た
技
術
と
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
を
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
さ
せ
た
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
、
同
年
11
月
に
は
、
大
阪
府
の

要
請
を
受
け
、「
広
域
サ
イ
ク
ル
ル
ー
ト
連
携
事
業
走
行
会
」
に
て
、

ス
マ
ー
ト
ウ
ェ
ア
を
用
い
て
音
楽
で
適
切
な
心
拍
数
に
保
つ
シ
ス

テ
ム
の
実
証
実
験
を
行
い
ま
し
た
。

現
在
は
筋
電
（
筋
肉
が
収
縮
す
る
際
に
発
生
す
る
微
弱
な
電
気
）

を
検
知
し
て
、
音
を
出
す
デ
バ
イ
ス
を
開
発
し
て
い
ま
す
。
軽
い

運
動
で
も
音
を
出
す
こ
と
が
可
能
で
、
運
動
を
す
る
こ
と
で
身
体

が
楽
器
の
よ
う
に
な
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り

ま
で
多
世
代
で
楽
し
く
運
動
を
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、
研
究
開
発

か
ら
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
開
発
へ
と
段
階
が
進
ん
で
き
ま
し
た
。
ま

た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
（
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ-

19
）
の
流

行
に
伴
う
、
運
動
不
足
等
へ
の
対
応
と
し
て
「
自
分
た
ち
の
技
術

で
何
か
社
会
貢
献
で
き
な
い
か
」
と
い
う
思
い
か
ら
ウ
ェ
ブ
ア
プ

リ
「Biosignal Art

」
を
開
発
し
ま
し
た
（
詳
細
は
Ｐ
５
参
照
）。

や
は
り
、
我
々
の
研
究
が
ア
カ
デ
ミ
ア
内
に
留
ま
る
の
で
は
な

く
、
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
、
世
の
中
の
人
々
に
活
用
さ
れ
る

こ
と
は
と
て
も
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
Ｃ
Ｏ
Ｉ
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
る

研
究
開
発
へ
の
支
援
期
間
も
２
０
２
１
年
度
ま
で
と
な
り
ま
し
た

が
、
期
間
中
に
こ
の
技
術
を
両
拠
点
で
協
力
し
合
い
、
早
期
に
実

用
化
さ
せ
、
パ
ー
ト
ナ
ー
と
な
っ
て
い
た
だ
く
企
業
と
共
に
事
業

化
し
、
そ
し
て
社
会
実
装
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

立
命
館
大
学
理
工
学
部 

准
教
授
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〈
新
時
代
の
展
望
〉

～
バ
イ
タ
ル
デ
ー
タ
ア
ー
ト
化
シ
ス
テ
ム
～

多
世
代
で
実
施
で
き
る
新
し
い
コ
ン
テ
ン
ツ
開
発

本
テ
ー
マ
で
は
、
最
先
端
の
技
術
で
セ
ン
シ
ン
グ
（
計
測
）
し
た
生
体

情
報
を
、
多
分
野
の
研
究
と
融
合
す
る
こ
と
で
、
利
用
者
に
対
し
て
視
覚

的
・
聴
覚
的
な
ア
ー
ト
創
造
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
実
現
す
る
た
め
に
、
運

動
を
楽
し
く
実
施
で
き
る
ツ
ー
ル
お
よ
び
コ
ン
テ
ン
ツ
の
実
用
化
を
目
指

し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
の
授
業
や
運
動
会
、
若
者
・
中
高
年
の
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
、
高
齢
者
の
リ
ハ
ビ
リ
や
ロ
コ
モ
体
操
の
よ
う
に
幅
広
い
年
齢
層
に

お
い
て
、
学
校
教
育
、
予
防
医
療
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
、
健
康
経
営
な
ど
幅

広
い
シ
ー
ン
に
繋
が
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、「
生
体

信
号
や
運
動
情
報
を
複
数
人
で
協
調
さ
せ
る
こ
と
で
合
奏
が
成
立
す
る
」
と

い
っ
た
こ
れ
ま
で
に
な
い
新
し
い
コ
ン
テ
ン
ツ
を
作
る
こ
と
で
、
社
会
的

相
互
作
用
に
よ
る
運
動
継
続
の
動
機
付
け
を
高
め
る
仕
組
み
で
す
。

ま
た
、
ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
の
新
時
代
に
お
い
て
加
速
し
て
い
る
超
ス
マ
ー

ト
社
会
構
想
に
お
い
て
、
当
拠
点
の
取
り
組
み
で
あ
る
「
ス
マ
ー
ト
フ
ィ
ッ

ト
ネ
ス
事
業
」
や
、
私
た
ち
の
研
究
グ
ル
ー
プ
に
て
開
発
し
た

「BiosignalArt

」
と
の
連
携
も
視
野
に
入
れ
て
、
パ
ー
ト
ナ
ー
企
業
と
共

に
社
会
実
装
を
目
指
し
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
フ
ォ
ー
・
オ
ー
ル
の
実
現
を
目

指
し
て
い
き
ま
す
。

Limitless
動画

デバイスで楽器の様な音を鳴らす様子 東京藝術大学 COI 拠点成果発表「Limitless」より
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ス
マ
ホ
ア
プ
リ
で
収
集
し
た
医
療

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
解
析
に
よ
る
ド
ラ
イ

ア
イ
のP4 M

edicine

実
現
の
た
め

の
研
究

内
閣
府
の
第
５
期
科
学
技
術
基
本
計
画
で
提
唱
さ

れ
た
未
来
社
会
像Society5.0

は
サ
イ
バ
ー
空
間(

仮

想
空
間)
と
フ
ィ
ジ
カ
ル
空
間(

現
実
空
間)

を
高
度
に

融
合
さ
せ
た
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
、
経
済
発
展
と
社
会
的

課
題
の
解
決
を
両
立
す
る
人
間
中
心
の
社
会

(Society)

を
指
し
ま
す
。
私
は
こ
のSociety5.0

時

代
の
医
療
と
し
て
、
電
子
カ
ル
テ
や
疫
学
調
査
等
の
医

療
情
報
か
ら
収
集
し
た「
従
来
の
医
療
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
」

だ
け
で
な
く
、
モ
バ
イ
ル
ヘ
ル
ス
や
セ
ン
サ
ー
機
器
等

を
通
じ
て
、
個
々
人
の
多
様
な
症
状
、
頻
回
・
継
続
・

遠
隔
・
リ
ア
ル
タ
イ
ム
・
双
方
向
性
デ
ー
タ
、
生
体
セ

ン
サ
リ
ン
グ
デ
ー
タ
、
ゲ
ノ
ム
・
オ
ミ
ク
ス
情
報
等
の

「
新
し
い
医
療
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
」
を
収
集
し
、
人
工
知

能(

Ａ
Ｉ)

に
て
解
析
す
る
こ
と
に
よ
り
、
デ
ー
タ
駆
動

型
多
階
層
横
断
的
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
る
予
測
医
療

(Predictive M
edicine)

、
個
別
化
医
療(Personalized 

M
edicine)

、
予
防
医
療(Preventive M

edicine)

、

参
加
型
医
療(Participatory M

edicine)

か
ら
な

る
『P4 M

edicine

』(Leroy H, N
at Rev Clin 

O
ncol, 2011)

と
い
う
新
た
な
価
値
の
提
供
に
向
け

た
研
究
を
し
て
い
ま
す
。

ド
ラ
イ
ア
イ
は
本
邦
で
２
０
０
０
万
人
以
上
が
罹
患

し
、
ウ
ィ
ズ
・
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル

社
会
で
さ
ら
に
増
加
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
ド
ラ
イ
ア
イ

を
発
症
す
る
と
眼
不
快
感
、
眼
乾
燥
感
、
角
膜
上
皮
障

害
、
視
機
能
の
低
下
に
よ
る
生
活
の
質
の
低
下
の
み
な

ら
ず
、
集
中
力
や
生
産
性
の
低
下
に
よ
る
経
済
的
損
失
、

抑
う
つ
症
状
を
引
き
起
こ
す
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
ド
ラ
イ
ア
イ
に
対
す
る
加
療
は
未

だ
に
点
眼
に
よ
る
対
症
療
法
が
主
体
で
あ
り
、
完
治
す

る
治
療
方
法
は
存
在
せ
ず
人
生
の
長
期
に
わ
た
り
生

活
の
質
の
低
下
を
起
こ
し
ま
す
。
そ
の
た
め
、
ド
ラ
イ

ア
イ
の
発
症
や
重
症
化
を
未
然
に
防
ぐ
予
測
医
療
や

予
防
医
療
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

一
方
、
ド
ラ
イ
ア
イ
の
発
症
原
因
は
、
湿
度
・
花

粉
・
Ｐ
Ｍ
2.5
等
の
環
境
因
子
、
食
事
・
喫
煙
・
運
動
・

コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
の
装
用
等
の
生
活
習
慣
、
加
齢
・

性
別
（
女
性
）・
家
族
歴
・
遺
伝
等
の
宿
主
因
子
な
ど

が
関
連
し
て
ド
ラ
イ
ア
イ
の
発
症
や
経
過
に
影
響
を
及

ぼ
し
ま
す
。
こ
れ
ら
の
発
症
要
因
は
多
因
子
か
つ
複
合

的
で
す
が
、
こ
れ
ま
で
個
々
人
に
と
っ
て
最
適
化
さ
れ

た
医
療
は
提
供
さ
れ
て
お
ら
ず
、
画
一
的
と
も
い
え
る

点
眼
加
療
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
ド
ラ
イ
ア

イ
の
自
覚
症
状
は
、
乾
燥
感
の
み
な
ら
ず
、
羞
明
、
眼

精
疲
労
、
視
力
の
低
下
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
た
め
、
不

定
愁
訴
と
さ
れ
治
療
が
行
わ
れ
な
い
ま
ま
見
逃
さ
れ
る

場
合
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
個
々
人
の
ド
ラ
イ

ア
イ
の
自
覚
症
状
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
す
る
こ
と
に
よ
る

多
様
性
の
理
解
や
関
連
す
る
生
活
習
慣
な
ど
の
「
見
え

る
化
・
層
別
化
」
に
よ
り
、
個
々
人
に
と
っ
て
最
適
化

さ
れ
た
ド
ラ
イ
ア
イ
に
対
す
る
複
合
的
な
対
策
を
提
案

し
、
ド
ラ
イ
ア
イ
の
発
症
・
重
症
化
を
未
然
に
防
ぐ
予

防
医
療
や
個
別
化
医
療
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
私
た
ち
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
ケ
ー

シ
ョ
ン
（
ス
マ
ホ
ア
プ
リ)

を
活
用
し
、
環
境
因
子
・

生
活
習
慣
・
宿
主
因
子
等
の
個
々
人
の
医
療
ビ
ッ
グ

デ
ー
タ
を
継
続
的
に
収
集
・
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
し
、
ド
ラ

イ
ア
イ
の
多
様
な
自
覚
症
状
の
層
別
化
や
重
症
化
要

因
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
将
来
の
ド
ラ
イ
ア

イ
診
療
に
お
け
るP4 M

edicine
の
実
用
化
に
資
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
か
と
い
う
着
想
を
得
ま
し
た
。
こ

れ
ま
で
に
ド
ラ
イ
ア
イ
用iPhone
ア
プ
リ
「
ド
ラ
イ

ア
イ
リ
ズ
ム

®
」
を
２
０
１
６
年
11
月
に
リ
リ
ー
ス
し
、

ド
ラ
イ
ア
イ
の
重
症
化
因
子(O

phthalm
ology, 

2019)

、
ド
ラ
イ
ア
イ
未
診
断
者
の
特
徴(JAM

A 
O

phthalm
ol, 2019)

、
ド
ラ
イ
ア
イ
の
重
症
化
及

び
抑
う
つ
症
状
の
関
連(O

cul Surf, 2020)

、
コ
ン

タ
ク
ト
関
連
ド
ラ
イ
ア
イ
の
層
別
化
と
発
症
因
子(J 

M
ed Internet Res, 2020)

等
を
解
明
し
、
ド
ラ

イ
ア
イ
診
療
に
お
け
る
デ
ー
タ
駆
動
型
の
生
命
科
学
を

推
進
し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
国
立
研
究
開
発
法
人
日

本
医
療
研
究
開
発
機
構(AM

ED
)

支
援
の
下
、
研
究

に
お
け
る
患
者
・
市
民
参
画
に
よ
る
参
加
型
医
療
を
推

進
し
て
い
ま
す(Allergol Int, 2020)

。

こ
の
度
は
、
令
和
２
年
度
よ
り
、
国
立
研
究
開
発
法

人
科
学
技
術
振
興
機
構(

Ｊ
Ｓ
Ｔ)

研
究
成
果
展
開
事

業
セ
ン
タ
ー･

オ
ブ･

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン(

Ｃ
Ｏ
Ｉ)

プ

ロ
グ
ラ
ム 

令
和
2
年
度
Ｃ
Ｏ
Ｉ
若
手
連
携
研
究
フ
ァ

ン
ド
デ
ジ
タ
ル
分
野
連
携
研
究
に
採
択
し
て
い
た
だ
き
、

ス
マ
ホ
ア
プ
リ
で
収
集
し
た
個
別
情
報
に
よ
り
、
ド
ラ

イ
ア
イ
の
多
様
な
自
覚
症
状
の
層
別
化
や
重
症
化
要

因
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
層
別
化
に
よ
る
将

来
の
Ｐ
4
医
療
の
実
用
化
を
目
指
し
た
研
究
開
発
を

推
進
し
て
参
り
ま
す
。
モ
バ
イ
ル
ヘ
ル
ス
を
用
い
る
こ

と
で
、
健
康
や
疾
病
の
概
念
を
こ
れ
ま
で
医
療
施
設
中

心
で
あ
っ
た
施
設
医
療
か
ら
患
者
中
心
か
つ
日
常
生

活
圏
に
お
け
る
予
見
的
で
生
涯
的
な
医
療
ケ
ア
に
パ
ラ

ダ
イ
ム
シ
フ
ト
し
、P4 M

edicine

の
推
進
を
進
め

た
い
と
思
い
ま
す
。

社会実装への期待ニューノーマルの
新時代 若

手
人
材
の
活
躍
推
進

順天堂大学大学院 医学研究科眼科学 准教授　猪俣　武範
順天堂大学医学部卒業、医学博士、経営学修士、眼科専門医。モバイルヘルスや
ゲノムデータから収集した新しい医療ビッグデータに関する研究に取り組んでい
る。著書に『ハーバード× MBA ×医師　働く人のための最強の休息法』（ディス
カヴァー・トゥエンティワン）など多数。

NEWS & TOPICS 1
大阪府と連携し、「スマートウェア×サイクリング」による
運動誘導のための実証試験を実施！

2019年11月9日（土）、京都府八幡市にある「さくらであい館」
にて、 大阪府主催のサイクリングイベントが開催されました。 これ
は、大阪府周辺の広域エリアを連携させる「グランドデザイン・大
阪都市圏」の考えをもとに、 広域エリアのサイクルルートを連携さ
せることを目的としたイベントです。

このイベントに合わせて、「うめきた2期みどりとイノベーション
の融合拠点形成推進協議会」の協力により、 立命館大学　岡田志麻
准教授が、着るだけで生体信号を取得できる「スマートウェア」と
音楽を組み合わせ、 身体状態を把握しながら楽しくサイクリングで
きるシステムを構築するための実証試験を実施しました。

NEWS & TOPICS 2
ACTIVE5 オンラインレッスン＆ Biosignal Art 体験会を
開催しました

2020年7月21日（火）・8月18日（火）の２日間、滋賀県草津市
の玉川まちづくりセンターにて、新型コロナウィルス対策期におい
ても『自宅でできるエクササイズ』をテーマに、『健幸体操講座』を
開催しました。

前半は、立命館大学R-Giro研究員の増田晶子先生を講師に迎え、
３分で３世代が同じ曲でエクササイズができる【ACTIVE5】につい
てレクチャーして頂きました。そして後半は、「超高齢社会における
健康問題」「正しいスクワットのポイント」といったテーマや、立命
館大学×順天堂大学×東京藝術大学の共同研究にて開発したウェブ
アプリ【Biosignal Art】に関して、順天堂大学博士研究員の沢田秀
司先生にレクチャーして頂きました。これらのレクチャーは、いず
れもオンライン中継で実施しました。また、各レクチャーの後、参
加者の皆さんには実際に運動をご体験頂きました。

このように、オンラインレッスンを通して、地域の皆さんにアク
ティブ・フォー・オール拠点における２つの研究成果を体験して頂
く機会となりました。参加された方からは、「パソコンは家族（旦那
様）が得意なので、自宅でもやってみたい」「フィードバックの音楽
がとても綺麗ですね」などのお声を頂きました。 

・ACTIVE5　http://www.activeforall.jp/active5/
・Biosignal Art　https://www.biosignal-art.net/
　＊パソコンのみ対応
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NEWS & TOPICS 3
第 3 回 COI 学術交流会にて
大⽵諒さんが優秀ポスター賞を受賞！
　　　　　　　（立命館大学理工学部生体工学研究室、指導教員：岡田志麻准教授）

2020年7月2日（木）～3日（金）に開催された第3回COI学術交流会にて、理工学
研究科博士課程前期課程１回生の大⽵諒さんが優秀ポスター賞を受賞しました。

発表タイトルは「顔のRGB 画像を用いた自律神経系の活動評価」で、COI若手連携
研究ファンドにおいて本学と大阪大学とが連携した研究「ほぐして眠
る：良質な睡眠・緊張回復のための刺激技術の開発～中医学的刺激法の
導入に関する研究」の成果の1つです。大⽵さんは顔面のRGB画像の
Green/Blue比の変化を用い、自律神経系活動の評価を行いました。こ
の研究内容は、昨年度のJST新技術説明会において発表を行い、特許も
取得しています。

NEWS & TOPICS 4
特設サイト「順大さくら“筋活”講座」を活用した
オンライン公開講座・運動教室を始動

順天堂大学にて、筋肉量や筋力を向上させるための活動で
ある“筋活”の重要性や具体的な取り組みについて情報発信
することを目的に、特設サイト「順大さくら“筋活”講座」
が作られました。
「ステイホーム」が求められた2020年４月以降、心身の不

調を感じる人が増えています。そうした方々に健康のための
情報提供をしたいと考えても、集まっていただくことが困難
な状況が続いています。

こうした現状を鑑み、本サイトからの発信内容の一つとし
て、web会議システムによる新しいスタイルでのオンライン
公開講座を開催しています。2020年度は、7～10月に毎月
１回の頻度で、全４回の開催を予定しています。自立した生
活を営むために必要不可欠な筋肉に焦点を当ててテーマを設
定し、全て座学（講義）および実技・実践の２部構成で実施
予定です。また今後は、本サイトの会員を対象とするオンラ
インでの運動教室も開催する予定です。

特に上記のようなサポートが必要なシニア世代の方々の中
には、今はインターネットを利用する習慣がない方も少なく
ありません。そうした方々に必要な情報を届けるためにも、
オンラインでの繋がりの構築に向けた取り組みを継続してま
いります。

・「順大さくら“筋活”講座」ウェブサイト： https://juntendo-kinkatsu.com/

アクティブ・フォー・オール拠点ホームページ

http://www.activeforall.jp/

サテライト機関ホームページ

https://www.juntendo.ac.jp/coi-s/

アクティブ・フォー・オール拠点 FACEBOOK

https://www.facebook.com/

お問い合わせ先
アクティブ・フォー・オール拠点事務局

【中核機関】
立命館大学研究部 BKC リサーチオフィス　担当：杉村・持永・則武・成瀬
電話：077-561-2631　Mail：smart-r@activeforall.jp

【サテライト機関】
順天堂大学 COI プロジェクト室　担当：土田・櫻井
電話：03-3818-1405　Mail：j-coi@juntendo.ac.jp

6 号 9/15. 2020　vol.6 ※「Active」に関するお問い合わせは、立命館大学へお願いいたします。

編集後記
　今回の ACTIVE の製作は、4 月から新たに着任した 3 名のスタッフの勉強・研修を兼ねて、各々が分担して掲載
者へのインタビューを行い、記事を作成、撮影・編集などの業務手配もすべて行いました。不慣れな部分もあり、
ご関係各位にはご迷惑をおかけしたところもあったかと思います。この場を借りてお詫び申し上げますとともに無
事完成を迎えましたことに心より御礼申し上げます。
　さて、COI も残り期間あとわずかとなりました。今年は予想だにしなかった新型コロナウィルスの蔓延により、
研究開発・社会実装にも遅れが生じてしまいました。しかし、当拠点ではこれをチャンスとして捉え、これまでの
研究開発をニューノーマルな新時代にも活用できるように可能な範囲で軌道修正を行っています。本誌にも少し触
れていますが、みなさんに製品をご覧いただける日も近づきつつあります。乞うご期待ください。（K.S）

Active Information 
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運動の生活カルチャー化により活力ある未来をつくる　アクティブ・フォー・オール拠点
文部科学省／国立研究開発法人 科学技術振興機構　革新的イノベーション創出プログラム（COI　STREAM）
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